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「２００２ＦＩＦＡワールドカップＴＭ あの感動をもう一
度！」がテーマで４月２４日からリニューアルオープンしたワール
ドカップスタジアムツアーも、はや２ヶ月を過ぎようとしています。 

２００２年４月に、ワールドカップ記念展示検討委員会を立ち

上げ、横浜市緑政局が整備を行い、いろいろな事柄を調整してオ

ープンを迎えました。選手の肖像権やワールドカップのロゴの使

用などは、ＦＩＦＡの広報へ確認をしながら進めていたようです。 

リニューアルオープンの式典では、東ゲート前にある『モニュ

メント２００２』（ブラジルキャプテン カフー選手の足型・ドイツキャ

プテン カーン選手の手形がある２００２ＦＩＦＡワールドカップＴＭ

のリザルトが埋め込まれているモニュメント）の除幕式が行われました。

式典の司会や来賓の方への通訳、来賓の方へのツアーなどをボランティア

が担当し、手作り感覚のある式典と

なりました。ちなみに来賓の方は、

チョンチョンゴム駐横浜大韓民国

総領事・那須翔ＪＡＷＯＣ日本組織

委員会会長・川渕三郎日本サッカー

協会キャプテン・西田善夫前競技場場長・中田宏横浜市長など、多くの方に

参加していただきました。 

現在の「ワールドカップスタジアムツアー」の様子ですが、平日のツアー

参加人数は、平均５０名前後。しかし、土日となると１回のツアーに１００

名以上集まることがあります。この場合は、１回のツアーを３０～５０名前後のグループに分け、時間差でスター

トします。（７月１４日現在ツアー回数４４回の参加者、約５,４３０名） 

今後も多くの方がワールドカップスタジアムツアーに参加してもらい、ＦＩＦＡアンセム（入場のテーマ曲）を

聞きながら、あの感動をもう一度実感してもらいたいですね。        （ツアーデスク 武ノ内） 
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～ワールドカップ紙上スタジアムツアーへの誘い～ 

   ツアー参加にはマイユニフォーム着用がキーポイント！ 

① スタジアム ギャラリー 
ワールドカップスタジアムツアーの受付とオリエンテーションは、こちらで。ＦＩＦＡワールドカップＴＭの第
１回大会からの歴史や、サッカー発祥の地、横浜の紹介などが貴重な展示物とともにご覧になれます。 

② モニュメント２００２ 
ブラジルの
キャプテン、
カフー選手
の足型とド
イツのキャ
プテン、カ

ーン選手の手型が入ったモニュメン
トがあります。また、２０００年３
月から世界各地で行われた予選から
決勝までの全試合結果が刻まれたレ
リーフが床一面に広がっています。 

③ ゲームズ オブ 横浜２００２ 
横浜国際総合競技場で開催された全
４試合を、それぞれの試合結果とと
もに臨場感あふれる大型写真パネルで紹介しています。 

④ ボランティア ウォール 
世界中の観客を迎えるために活動した、ボランティアの様子を紹介しています。 

⑤ ブラジルロッカールーム（２００２．６．３０） 
決勝戦当日のブラジル代表
のロッカーを再現。各選手
がロッカーに残したサイン
やレプリカユニフォーム、
優勝を予言する数字が書かれ
たホワイトボードなどを公開
しています。 

⑥ ウォーミングアップルーム 
選手たちが試合前にコンディションを整えます。実物大のゴール枠も再現。 

⑦ Ｒｏａｄ to ＹＯＫＯＨＡＭＡ 
大会誘致活動から、決勝戦まで、横浜の盛り上がりを写真やポスター･フラッグ･グッズなどで紹介。 
選手たちのサイン入りユニフォームやボールなども展示しています。 

⑧ 企画展示コーナー 
サッカーを始めとしたスポーツに関する企画展示をさまざまな角度からスポーツの素晴らしさを紹介しています。 

”あの、スミマセン。ユニフォームを着て写真撮るのは禁止していま
す。” ”いえ、これマイユニフォームなんです！” すっすっごい！！皆さ
んかなり興奮状態。ブラジル選手のサインを自分なりの記録に収めるの
に必至なので、ほとぼりが少し冷めてから説明をする。W 杯Ｆｉｎａｌ前日の
公式練習の時に、２３人中２２人の選手がサインをしてくれた。サイン終了
後、ロッカールームには用意した２５本のペンは、跡形も無くなっていたん
だって。個別のブースには、選手の日付入りサインの他に顔写真と選手
データ＋レプリカのユニフォームが掛けられている。その他に、試合前に
気持ちを高める為に使われた計算式（１チームのＷ杯優勝の年を足すと
何故か”３９６４”になる。１９６２年に優勝しているブラジルは、今年の数２
００２を足すと”３９６４”になるから今回の優勝も頂きだ！）の書かれたホ
ワイトボードや、決勝戦の１日の流れを詳しく明記したボード、ＦＩＦＡから提
供されたビデオが流れています。（池田尚美） 

 

「すべてのプレイヤーの闘志と友情を

たたえ、このモニュメントを、２００２ＦＩＦＡワールドカップ TM を闘ったすべてのプレイヤーと

スタッフ、そして彼らに惜しみない声援をおくったすべてのファンに捧げます。」 

２００２年６月３０日に横浜国際総合競技場のピッチに立つことを夢みて、３２カ国による熾烈

な闘いが繰り広げられた第１７回ＦＩＦＡワールドカップ決勝当日、６９,０２９人の大観衆が見

守る中、そのピッチに姿をあらわしたのは、ブラジルとドイツの選手たちだった。前半はドイ

ツ優勢で進んだものの、本大会の得点王に輝いたロナウド選手の２ゴールでブラジルが世

界１９３チームの頂点に立ち、５度目の優勝。黄金のトロフィーがブラジル主将カフー選手に

手渡され、銀色の紙吹雪と２７０万羽の折鶴がピッチに降りそそいだ。ゴールポストに寄りか

かり、動けないままブラジル選手たちを見つめるドイツ主将ゴールキーパー、カーン選手。

そこへカフー選手が歩み寄り、握手と抱擁を求め、言葉をかけた。この光景は、会場に詰め

かけた観衆だけでなく、世界中のサッカーファンに感動を与え、スポーツの素晴らしさを象

徴する光景として、人々の胸に深く刻みこまれた。 

モニュメントの横に書かれているメッセージ 
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東ゲートからスタートし、大人気のブラジルロッカールームや展示回廊を満喫し、そろそろ足腰が疲れてき
た頃、ちょうど良くＶＩＰ席のところにたどりつきます。うまくできてます。ここでの売りはなんといっても「普段
絶対に座れない席です。」ということでしょうか。Ｗ杯決勝戦の時のＶＩＰ席順が掲示されており、今まで人気
のあったのは、ペレやベッケンバウアーが座った席でしょうか。ご年配の方々はやはり天皇皇后両陛下が
お座りになった席も気になるようです。実際のところ、ここからのピッチの眺めは格別で、本当に心地よく観
戦ができそうな席です。自分はもちろんここで観戦を体験したことが無いのですが、見学ガイドをする上では
やはり一度は体験して皆様にその気分をリアルにお伝えするのが義務ではないかと思われますがいかが
でしょうか、木村副場長様。そのときはとびっきりのドレスアップをして出かけたいと思います。個人的に企
んでいるのは、この ＶＩＰ席の両サイドエリアに座っていた芸能人バージョンの席順掲示板も作ってみたら、
結構受けるのではないかということです。寝てもさめても見学ツアーコースのことであれこれ頭をめぐらして
いる私ってひょっとすると見学ツアー企画お宅かも知れませんね。本当に職業を間違えてしまったと思う今
日この頃です。（Ｃｒｉｓｔｉａｎａ） 

    ～１９６２＋２００２＝３９６４＝Ｖｉｃｔｏｒｙ～  

きっと感動が１００倍以上味わえます 

⑨ ビクトリーロード 
２００２ＦＩＦＡワールド
カップＴＭで使われた入場
音楽につつまれ、フィール
ドへ。まるで、試合に臨む
選手になったかのような気
分が臨場感たっぷりに味わ
えます。 

⑩ ＶＩＰシート 
日本をはじめ世界の有名人たちが座ったＶＩＰ席を紹介。実際に座って見ましょう。 

⑪ オールゴールズ＆ゲームズ 
横浜国際総合競技場をホームとして行われた横浜
Ｆ・マリノスと日本代表の試合を紹介。横浜マリノ
ス、横浜フリューゲルス時代から現代までの横浜
Ｆ・マリノスの歴史や、これまで記録された全ゴー
ルのプレートの展示もあります。 

⑫ Ｖｉｃｔｏｒｙ ｉｓ Ｏｕｒｓ 
サポーターたちが集い、
勝利を願う場所。横浜赤
レンガ倉庫のレンガで囲
まれた中に、日本でサッ
カーを初めて広めたスポ
ーツクラブの１９０４年
当時のレプリカユニフォ
ームや横浜Ｆ・マリノス、
日本代表のユニフォームを展示しています。 
 
紙上ツアーはこれにて終了。 

次は実際にツアーを体験してみましょう！ 

ツアーボランティアのみなさんのご活躍を期待して
います。            （Ｕ 宮川） 

入場曲が流れると自然と鳥肌が立っちゃいました。
粋な演出ですねー。フィールドへ上がる時の目線っ
てこんななんだ～と体感。すごくワクワクする瞬間
が味わえました。 （ツアー参加した運営ボラＡ） 



                    ボ ラ ン チ わ            Ｖｏｌ １３   

 

 念願かない、イタリアはミラノのサンシーロスタジアム見学ツアーに
参加してきました。横浜国際総合競技場の皆様にもその内伝えしたくて、
成田空港でレンタルビデオカメラを受け取り、初めてのビデオ撮影にも
トライしてきました。いつの日かお披露目したいと思います。 
 欧州サッカーリーグの最強チームを決定するチャンピオンズリーグの

準決勝が行われた翌日のサンシーロスタジアムに足を踏み入れることが

出来、通路や座席下に散乱しているゴミがまだ掃除されておらず、余韻

を感じながらの見学となりました。 

 スタジアムの案内役はイケメンではなく美しいお姉さまでした。見学するのは平日であったせいか私達２

名だけで、客席に入れてもらってからは自由に見て下さいと言われ、報道記者席やＶＩＰ席を勝手に歩き回

りました。その後、ロッカールームへ入らせてもらいました。前日にインテルとミランが利用してまだ１２

時間くらいしか経っていない部屋にはオーデコロンの香りがまだしっかりたちこめており、選手がここに居

たんだという実感が湧いてきました。インテルの部屋とミランの部屋は隣同士であり、それぞれに漂う香り

は若干違ってました。その向こうには共同で使うウォーミングアップルームがひとつあります。ウォーミン

グアップルームの床面はもちろん天然芝ですが、壁面も床から１メートルくらいまで天然芝が貼り付けてあ

ります。 

 ウォーミングアップルームを出た廊下にはスポンサーの掲載されたボードが立てられ、インタビューコー

ナーとなっています。これもインテル用とミラン用でスポンサーが違うため、別々に２つ並べてありました。

ここで私達はインタビューごっこをして楽しませてもらいました。 

 １９２６年に建設されて以来、数回にわたる増改築が行われ、今では８万５千人が収容できる規模となり、

新しさや近代的設備で目を見張るというものではないのですが、その歴史ゆえになんともいえない威厳を感

じることができるスタジアムです。 

 この見学コースは１０時～１７時まで試合の無い日に随時行われており、入場料は大人１２.５０ユーロ、

子供１０.００ユーロです。この入場料にはスタジアム１階に併設されているミュージアムの入場料も含まれ

ています。このミュージアムがとても広くて立派で、歴代の選手のユニフォームやトロフィーなど全てをじ

っくり見るには優に１時間はかかるほどの数のお宝がきれいなガラスケースに納められています。中田選手

のユニフォームや２００２年のフィーバノバなどもきれいに飾ってあります。 

 見学ボラとして説明のやり方などを比較すれば、サンシーロの説明はあまりにあっさりしており、単なる

引率だけのようなイメージでした。私達は横浜の競技場で本当に懇切丁寧なガイドをしているんだというこ

とをあらためて実感しました。帰る前にはリニューアルしたばかりのぴかぴかのショップに立ち寄り、イン

テルブランドのオーデコロンもお土産に買ってきてしまいました。 

 次回はフィレンツェにあるイタリア代表チームの合宿所とサッカーミュージアム見学の報告をしたいと思

います。お楽しみに。  （参考：１ユーロ≒１３３円／５月） 

5 月のイタリアサッカー三昧の旅 ～Part.１～  

Ｂｕｏｎ ｇｉｏｒｎｏ! サンシーロスタジアム        玉村マキ（Ｔ・Ｕ） 

遅ればせながらチーム名発表！ 

                      その名は『ＦＣ Ｖじゃん』 

突然ですが、サッカー部のチーム名を正式発表していなかったことに最近気づきました。（って遅い
っ！）どんな意味かと申しますとボランティアの“Ｖ”に、横浜らしく“じゃん”。単純に「ボランティ
アじゃん！」ってことでして･･･。そんなチームも活動を始めてから、かれこれ２年近くなります。メン
バーも増え、楽しく活動をしていますが、まだまだたくさんの人とボールを蹴りながら交流したいと思っ
ています。ぜひ、遊びにいらしてください。待ってまーす！ 
練習日： ８月９日（土）１６:００～１８:００ みなとみらい市民サッカーパーク(ハーフコート) 
連絡先： 宮川弘恵（U）miyahiro@f4.dion.ne.jp   
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ワールドカップ後のスタジアムに私は、何ができるのか？ 
～ 私は始めます。名付けて『プロジェクトＷ』！～   橋口 正（Ｕ･Ｔ） 

 ワールドカップ後のスタジアムでは、競技場ボランティアとしての活動が再開され、いつもの活動でいつ
もの通り！活動エリアも少し拡大された中で、我々はこのスタジアムに何をしてあげられるのか！今までは
活動の為にあれが必要とか何々が欲しいと、要求をしてきました。でもこれからボランティア自身が、企画
し準備もし、必要なものも出来る限り自分たちで準備しようではありませんか！名付けて『プロジェクトＷ』。

現在、活動で行われている、座席清掃もそのひとつかも知れません。一人が、一枚雑巾を準備しましょう！
ごみ袋だって一人が一枚準備してみましょう！何も、赤字の足しになんてならないでしょうが、個人の意思
で参加したのですから、そう思ったら先ず、私は始めます。 

 スタジアムがいろいろと言われるのは悲しい。サッカー専用じゃあない？でもサッカーだけでなく、もし
かしたら、日本人（アジア）初の１００ｍ９秒台が見られるかもしれない！チビリンピックだってやってい
る！フリマだってチビッこ駅伝だって！みんなが、今まで以上に参加できるスタジアムに！こんなスタジア
ム自慢ですよ！なんたって、『サッカーワールドカップ決勝のスタジアム』ですよ！だから、私はもっと愛し

てみようと思います！ボランティアの皆さん！訪れる人にも、近所の人にも、世界のひとにも、一人一人が
始める《プロジェクトＷ》 

鶴見川河川を砂煙を巻き上げて走るダンプカー。日

に有に百台は越す。埃は風に舞い上がり黄砂の様に競
技場一帯を曇らせている。ここに横浜国際総合競技場

の建設が始まって以来の変わらぬ光景である。そして平成２２年完成に向けた新横浜公園は着々と進められ、
昨年のＷ杯時の風景は今は無く広々とした整地に変貌している。土質は関東ローム層。このミクロの砂塵は

やがて場所を選ばず降り注ぐ。競技場のスタンドにも。 
今年度私達の活動範囲はチケットチェックの導入と新たに記者席・Ｖ

ＩＰ席の清掃作業が加わり、私達の希望は少しつつ受け入れられて来ま
した。今やＪ活動時開門前の清掃作業は、スタンドを紫に染めているボ

ランティアの姿が競技場の風物になりました。とは言え、物にへばり付
いたミクロの粒子は水で浮き上がらせて、乾いた布で拭き取らない限り
ザラツキは取れない厄介な作業です。配置前の短い時間、慌ただしさの
中でお客様に喜んで貰えればとの一念で一丸となって汗を流している作

業は横国ボラの誇りと言っても良いでしょう。これが「いらっしゃいま
せ・有難うございました」の感謝の言葉につながり、強いてはＷ杯の決勝戦会場を風化させない思いが皆さ
ん一人ひとりの手先から表しています。時同じく見学の方も新しい活動に心を燃やしています。共に喜びを

抱いて横浜国際総合競技場ボランティアの歴史を築いて行きましょう。 

会議報告 
第１回 横浜スポレク横国ボラ実行委員会（仮称）   ボランティアルーム 
日時 ６月７日（日）１０時～１２時  出席 宮田担当 （自主委員）１５名 
主旨 １０月１３日（月・体育の日）開催する「横浜スポーツレクルェションフェスティバル２００３」

新横浜公園会場へ競技場ボランティアは参加をする。事前に参加種目の要望が出されてあり、実施
にあたっての検討を行う。 

議題 １．ボランティア提案内容（１２種目）の絞込み。陸上競技・サッカー教室・ウォークラリー・軽
スポーツ＆遊びのコーナー・５種目を選定。近日ボラ案を他部門と種目調整する 

２．５種目の担当グループ分け。実施内容を検討。 
平成１５年度 第２回運営ボランティアリーダー役員会議    ボランティアルーム 
日時 ６月２８日（土）１０時～１２時  出席（事務局）宮田 （役員）７名 

議題 １．７月以降の活動予定（Ｊ１・Ｊ２・Ｊナビ・スーパー陸上・スポレク等１８の活動が入る。） 
２．７月以降の活動反省点（活動要員未達・ＶＩＰ席清掃に伴うＪグループ活動の充実化） 
３． スポレクボラ参加企画（各部門調整によりサッカー遊びとウォークラリーの２部門が実施可能） 
４．サマーミーティング（７月２７日・１３時よりフリー討論集会を開催。交流会は新年度に変更） 

５．Ｊグループ新活動導入（メッセージボードの販売・７月１２日より４ＦコンコースＮ１３附近） 
報告 １．運営ボラ新規募集（随時募集方式・定数３５０名の不足人数・詳細検討中） 

厳しさの中の喜び・・・・ＶＩＰ席清掃開始 
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スポレク２００３    今年のスポレクは熱い  

ボランティア企画でヒートアップしよう！ 

  来る１０月１２・１３日 開催される横浜スポーツ・レクリエーションフェスティバル２００３で行

われるボランティア企画が決定しました。本誌前号で皆さんから募集した企画は１２案の応募があり、提

案者の皆さんで検討した結果、今回は下記の２案が推奨され目下１０月に向けて着々と準備が進められて

います。 

 １：サッカーおもしろゲーム （東ゲート広場） 
   リフティング競争・ＰＫゲーム・キックターゲット・ドリブル競争 など 

 ２：ファミリーミニウオークラリー （鶴見川周辺） 
   ファミリー参加の５ｋｍミニウオークラリー  

 横浜スポーツ・レクリエーションフェスティバル 「体育の日」のイベントとして市民へのスポー
ツ・レクリエーションの普及を目的として毎年開催されています。今年は、競技場の特色を活かした従来

の企画に加えて、子供たちやファミリーなどより多くの市民に気軽に楽しんでいただけるよう、そして障

害者の方々にも安心して参加していただけるような、横国ボランティアならではのヒートアップしたプロ

グラムが自主企画・運営されます。今後は障害者参加のゲームもできるだけ多くとりいれていきたいと思

います。これからの自主運営の定着に向けて、多数のボランティアの皆さんのこのイベントへの活動参加

をお願いいたします。 

『芝生を大切に』  

いつも当たり前のように見ているスタジアムの芝生。 
                その芝生についてボランティアとして何かできないものか。 

 子どものころ、芝生を植えて育てたことがあります。 
 木箱に土と肥料を入れて、家のベランダで育てました。芝生の色、つや、成長の過程、そしてにおい。

毎日、芝生を観察するのが楽しかったです。 

 日本ではその昔「夏は緑。冬は黄色」、それが芝生の常識でした。ところが、テレビで見る欧州リーグ

のスタジアムは、夏も冬もいつでも緑あざやか。じゅうたんのようにきれいではありませんか!!  

「なぜだ。どうして日本の芝生は冬になると黄色に枯れて汚いんだろう？」と、子どもの私は不思議に思

っていました。納得がいかなかった私は『サカタのたね』へ行って冬でも枯れない輸入ものの芝生の種を

購入。自宅で芝生を育ててみることにしたのです。 

 少し前、『サッカー批評６号』（株式会社・双葉社発行）の河崎三行氏の『トヨタカップ'９６ 外伝』を

読んで、あのころの芝生に対する思いがよみがえってきました。日本と欧州では芝生の種類が違うだけで

はなく、植え方や育て方にも違いがあるのだということをあらためて認識しました。 

 また、日本のサッカーシーンを陰で支えている人々の存在を知ることもできました。さて、横国スタジ

アムの芝生はどんな人たちによって手入れされているのでしょうか？ 横国ボラとしてとても興味がご

ざいます。 

 記事では、スタジアムの芝生を育て管理する方々の苦労と努力がにじみ出ていて、ナルホドと感じたの

ですが、ただ、私自身の体験だけで言わせていただくと、芝生なんて育てるのはカンタンです（プロの方、

偉そうにスミマセン）。 

 ド素人でも趣味として芝生を植えて育てられる。そうやって芝生を愛することができたらステキだと思

うのです。そして、ボランティアとして何かできないものか。例えば公園や校庭などの緑化推進のために。 

 みなさん、芝生についてちょっと考えてみませんか。             （Ｕ 高木カズ） 
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第１回 ＩＡＰＥチームご招待 ＩＡＰＥからのお礼状 
横浜国際競技場ボランティア・プロジェクトＶチームのみなさま、ＦＣ･ＩＡＰＥの子どもたちを J リーグ観戦

に御招待いただき、ありがとうございました。 
 ＩＡＰＥは１９９３年に設立しました。主として南米から働きに来ている人たちとその子どもたちの生活・教

育支援活動をしている団体です。スタッフは日本人と外国人の中高生・大学生・

大学院生、社会人です。毎週土曜日に、ブラジルからの子どもたちに対してポ
ルトガル語教室、その他の南米からの子どもたちに対してはスペイン語教室を

開講しています。母語教室を中心にした保護者会を開き、ネットワークをつく

り、母の日やクリスマス会、キャンプなどいろいろな行事を開催しています。
ＦＣ･ＩＡＰＥは、ポルトガル･スペイン語教室に通っている子どもたちが、お

もなメンバーとなっているサッカーチームです。御招待いただいた子どもたち

の国籍はアルゼンチン・ペルー・ブラジル・ボリビア・中国・日本です。 
 ほとんどが日系３世の子どもたちです。父母が日本へ出稼ぎに来ることになり、友人や親戚と突然の別れをし

て日本に来ています。文化の違いにとまどい、日本語もわからず、いつ国へ帰れるのもわからない中で生活して

きた子どもたちは、ＩＡＰＥの活動の中で元気になってきています。 
 Ｊリーグを観戦している子どもたちは、とても楽しそうでした。小机駅から横浜国際競技場の道でも、花を摘

んだり四つ葉のクローバーをさがしたり、鬼ごっこをしたり、遠足のようでした。プロジェクトＶチームのみな

さんと子どもたちの交流の場が持てたらと思いました。みなさんのボランティア活動をしっかり、子どもたちに
伝えたいと思います。本当にありがとうございました。                     ＩＡＰＥ顧問 沼 尾 実 

第２回 SONチームご招待 SON(スペシャルオリンピックス)神奈川からの感想文 
五月晴れ。絶好のサッカー日和の５月１０日、横浜国際総合競技場プロジェクトＶのご招待によりＳＯＮ日本・

神奈川のアスリート、ファミリーら１５人が同競技場での横浜Ｆ･マリノス? ＦＣ東京戦を観戦することができた。 
３－２。接戦を制したマリノスの勝利にアスリートたちは一喜一憂、笑顔がいっぱいにふくらんだ。  

ＳＯＮ神奈川 広報委員長の吉田全宏 

・中村俊輔が居なくて残念！でもマリノスの選手の様なカッコイイプレイをしたい。(サッカーＳ君) 
・「とにかくすごかった！」(マリノスゴールシーンをバスケのボールで仲間に見せていた、バスケＴ君) 

・ありがとうございました、また誘って下さい。(水泳Ｈ君) 

・人がいっぱいいる競技場ってスゴイ、そんな所でサッカー出来るマリノスってもっとすごいね！(バスケＭ君) 
・お土産までくれるなんて何か、すごいね。(ほぼ全員) 

マリノスに懸命に旗を振るアスリートの声援の甲斐あり勝利、笑顔で帰っていくアスリートを見送る私達は勝

ち試合に招待出来て良かった！と皆思った。後日各プログラム委員よりうれしい便りが聞けた。  (Ｕ 島田) 

第２回担当者の報告 
第２回目は、「ＳＯＮ神奈川」の皆さんを、島田さん、柏村さん、緒方で

案内しました。第 1 回目の反省点で出た「座席の確保の問題」を中心に充

分考慮して招待の手順や連絡方法を検討したので、特に問題は無かったと
思います。また、ＳＯＮ神奈川の皆さんが予定時間通りに集まってくれた

のも、無事に招待できた要因のひとつでした。 

待合せ場所のレストラン「こころ」の下には島田さんが待機し、柏村さ
んと緒方が座席確保の準備でスタンドに待機しました。待ち合わせ場所と

スタンド間は、携帯電話で連絡をとることにしておきました。(ただし、携

帯電話での連絡で、着信に気づかず、ちょっと連絡がとれずにいた時間もありましたが･･･。)座席は、宮田さん
から「招待した人がスタンドへ行ってから座席を取ってください」と念を押されていましたので、１階席(Ｅ１６

近く)の最後列に当りだけつけておいてスタンドに到着してから確保することにしておきました。他のお客さんに

も柏村さんが対応してご協力いただいたので２列取ることが出来ました。これも観客の皆さんに、理解と協力を
いただいたから出来たということを報告しておきたいと思います。                (Ｕ 緒方) 

 プロジェクトＶ活動スタート！  
「人がいっぱいいる競技場ってすごいね」子供たちの感動の声 
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+++++ 第５回全国ホームタウンサミットのお知らせ +++++ 
 Ｊ１･Ｊ２チームのある地域からホームタウンづくりに活躍している団体が参加して情報交換を行う場である全

国ホームタウンサミットが今年も開催されます。一昨年よりボランティア交流会が始まり個人参加しています。ご

興味のある方は一緒に参加しませんか？今年は仙台で９月２０日(土)～２１日(日)、参加費・旅費等は自己負担で

す。参加希望・お問い合わせは宮川まで。（連絡先はサッカー部だよりを参照） 

◆ 事務局だより 
暑い夏を迎え、今年度の活動も中盤にさしかか

ってきました。昨年度に比べると、ツアー日数もイ

ベント日数も大幅に増えたため、見学・運営ボラン

ティアの皆様の活動は充実したものになっている

のではないでしょうか？また、まさに競技場運営

は、ボランティアの皆さんに日々支えられて、共に

歩んできているといえるでしょう。 

さて、１０月に開催されるスポーツ・レクリエーショ

ンフェスティバルでは、自分たちで企画して運営す

るコーナーも実現に向けて活動を始めています。

今後プロジェクトＶをはじめ、自主的な活動がさらに

活発になってくることが予想されます。これらの自

主的な活動は、大勢の方々が参加してさらに大き

なうねりになっていくと思われます。活気のある楽

しい活動をしていくために、より多くの方々の参加

をお願いします。 

● イベントスケジュール 
月 日 イベント名 

 ２日 Ｊ１ 横浜 vs 神戸 

２－３日 新横浜パフォーマンス 

６日 横浜 vs レッジーナ 

１３日 Ｊﾅﾋ  ゙ 横浜 vs 磐田 

１６日 Ｊ１ 横浜 vs 東京Ｖ 

２３-２４日 ＳＡＭＰコンサート 

８月 

３０-３１日 サザンオールスターズコンサート 

６日 Ｊ１ 横浜 vs 柏  

２０日 Ｊ１ 横浜 vs 清水 

２３日 スーパー陸上２００３ヨコハマ 

２７日 Ｊ１ 横浜 vs 大阪 

９月 

２８日 Ｊ２ 横浜ＦＣ vs Ｆ川崎 

４日 Ｊ１ 横浜 vs 市原 

１２-１３日 ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ １０月 

２４-２６日 陸上ジュニア五輪 

１５日 Ｊ１ 横浜 vs 鹿島 

２３日 Ｊ２ 横浜ＦＣ vs 札幌 １１月 

２９日 Ｊ１ 横浜 vs 磐田 

＊ 網掛けしてある斜体字の日は、ボランティア活動がありません。 

★ 編集後記 ★  ボランティアになって５年目。最初の年は２回しか活動要請がなくて不満に感じていたことを懐

かしく思い出します。２年目からは編集委員になり、活動日以外の活動を通して充実した日々を過ごしてきました。他

チームボランティアの方との交流も個人的に行ったり、サッカー部に入ってボールを蹴ってみたり・・・この年齢（内緒

っ）になっても新しい体験ができることはとても貴重で幸せだなと思います。そしてたくさんの方と知り合いになれて助

け合いながら活動していくことの大切さを感じる今日この頃です。               〔編集担当：宮川弘恵〕 

編集･発行／〒222-0036  横浜市港北区小机町 3300    横浜国際総合競技場内 

ボランティア会報誌『ボランチわ』編集部  Tel:045(477)5006  Fax:045(477)5002 

運営ボランティア新規募集のお知らせ～お知りあいの方ご紹介下さい～  
  横浜国際総合競技場では、 現在Ｊリーグで活動するボランティアの定員１５６名を確保することが難しい

状況を勘案して、新規に運営ボランティアを募集することになりました。つきましては、お知り合いの方をご紹介くださ

い。なお、詳細はホームページに記載してあります。（８月８日アップ予定 http://www.hamaspo.com/stadium/） 

 募集要項及び申請書を希望する方には、返信用封筒（表に８０円切手を貼付し、自分の郵便番号・住所・氏名

を記入してください。）を入れて下記までご請求くださるようにお伝えください。 
   ≪募集要項・申請書の請求先≫ 

 〒２２２－００３６ 横浜市港北区小机町３３００  横浜国際総合競技場ボランティア事務局 宛 

 


